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太陽光発電の動向 
出典：資源エネルギー庁エネルギー白書 2006 

（http://www.enecho.meti.go.jp/topics/hakusho/2006EnergyHTML/html/i2130000.html）より抜粋 

 
 

太陽光発電は，シリコン半導体などに光が当たると電気

が発生する現象を利用し，太陽の光エネルギーを太陽電池

（半導体素子）により直接電気に変換する発電方法です（図

1）。その導入量は，近年着実に伸びており，世界的に見て

も，2004 年度累積で 113.2 万 kW と世界の約 43.6％を誇る

までに普及が進みました（図 2）。太陽電池の生産量も世界

でトップの地位にあり，世界の 5 割以上を日本が生産して

います。 

導入が進むことと並行してコストも下がっています。コ

スト削減が図られたのは，企業による技術開発の成果と政

府の支援策並びに電力会社の余剰電力購入制度※により，太

陽光発電の国内市場が自立しつつあるためと考えられます

（図 3）。 
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※：余剰電力購入制度：新エネルギー等の導入促進の観点から，

各一般電気事業者が太陽光発電や風力発電等から生ずる余剰電

力の購入条件を，各一般電気事業者が各社の需給状況等に応じて

余剰電力の購入条件を予め設定し，これをメニューの形で示して

いるもの。 

図 1 太陽光発電の仕組み 

 
図 2 太陽光発電導入量の国際比較 

 

 

 
図 3 太陽光発電の国内導入量とシステム価格の推移 

 


